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1.組織の概要

①事業者名、代表者名

　　株式会社 高山組

　　代表取締役　高山　茂明

②所在地

　　本社 〒878-0025 大分県竹田市大字拝田原608番地

〃

　　福岡支店 〒806-0021 福岡県北九州市八幡西区黒崎３丁目２番２号　

菅原第二ビルディング4F-B

③環境管理責任者名および担当者連絡先

　　環境管理責任者 工事部 担当

　　担当者 総務課 担当

　　担当者 総務課 担当

　　連絡先 電話 0974-63-2500

FAX 0974-63-0802

メール soumu@takayama-gumi.co.jp

④事業内容

　　・建設業

土木工事業、建築工事業、大工工事業、左官工事業、とび・土工工事業、

石工事業、鋼構造物工事業、鉄筋工事業、舗装工事業、しゅんせつ工事業

塗装工事業、防水工事業、造園工事業、水道施設工事業、解体工事業

⑤事業規模

活動規模 単位 2022年

工事件数 件 41

売上高 百万円 2,132

従業員数 人 36

⑥事業年度

　　7月～6月

⑦対象範囲

　　全組織

　　　土木工事業、とび・土工工事業、舗装工事業

　　・駐車場

　　許可番号　　国土交通大臣　許可（特－3）第26254号
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2.実施体制

①EA21組織図

②EA21役割と責任及び権限

役割・責任・権限

代表者(社長) 　・環境経営に関する統括責任者

　・環境経営に必要な経営資源（人・物・資金）を準備する

　・環境管理責任者の任命

　・環境方針を定める

　・環境目標及び環境活動計画、実施体制を承認する

　・代表者による全体の評価と見直しを実施する

　・環境活動レポートの承認

環境管理責任者 　・環境経営システムの構築、運用、管理に関する責任者

　・環境経営システムの運用、管理状況を代表者に報告する

　・エコアクション21推進委員会の責任者

　・環境関連法規等のとりまとめ表の承認、遵守状況チェック結果の承認

　・各部門の環境目標、環境活動計画、実施体制の確認と全体調整

　・環境上の緊急事態の想定及び対応策の承認

　・問題点の是正及び予防処置の承認

　・環境活動レポートの確認

事務局 　・環境管理責任者の補佐、エコアクション21推進委員会の事務局

　・環境関連文書、記録の管理

　・環境活動に関する実績のとりまとめ

　・外部環境コミュニケーションに関する窓口

　・環境活動レポートの作成

ISO工務会 　・全社の意思統一、意見交換

　・各部門の実施状況、目標達成状況、問題点などの報告

　・効果的な環境活動に向けての提案・意見の交換

部門長 　・自部門における環境活動及び環境活動計画の企画・作成・実施

　・自部門における環境活動の実施、目標達成状況を委員会に報告する

　・自部門に必要な手順書などの作成、管理

　・自部門の問題点の発見及び是正、予防処置を実施する

全従業員 　・環境方針、環境目標などの理解と自らの役割を自覚する

　・自主的、積極的に環境活動に参加する

代表
社長 高山 茂明

環境管理責任者

本 社 福岡支店工事現場

事務局
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3.環境経営方針

■基本理念

■行動指針

　（1）具体的に次の事に取組みます。

　　　①　電力・化石燃料などの消費に伴う二酸化炭素排出量を削減する。

　　　　　　1.　電力の使用量の削減

　　　　　　2.　ガソリンの使用量の削減

　　　　　　3.　軽油使用の削減

　　　　　　4.　灯油使用量の削減

　　　②　使用原材料の省資源、廃棄物の3R（減量、再使用、再生利用）を推進する

　　　　　　1.　一般廃棄物の分別によるリサイクル化の推進

　　　　　　2.　産業廃棄物（工事関連資材等）のリサイクル化の推進

　　　③　水資源を大切にするため節水に努める

　　　　　　1.　水道水使用量の削減

　　　④　環境に配慮した工事を実施する

　　　　　　1.　工事で使用する資材はグリーン製品の利用を推進する

　　　　　　2.　環境に配慮した工法を活用する

　　　⑤　事務所周辺の清掃活動を推進する

　　　　　　1.　定期的な清掃活動

　　　これらについて環境経営目標、環境経営計画を定め、定期的に見直しを行い、

　　　環境経営システムの継続的な改善に努めます。

　（2）環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

　（3）この環境方針は、全社員に周知するとともに社内外に公表します。

制定日：2023年3月1日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社　高山組

代表取締役　高山　茂明

　　株式会社　高山組は、ますます深刻化する地球温暖化への対応や、有限である資源の有効活用が

　　人類共通の重要課題と考えています。

　　ものづくりの全工程において環境汚染を予防し、廃棄物の削減並びに適正な処理に努め、合わせて

　　リサイクルの推進を進めます。また、環境教育を通じ全社員一丸となって環境活動に取り組んでまいります。
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4.環境経営目標

基準年度と4年度の対象期間は、7月～翌年6月

5年度より対象期間を1月～12月に変更

基準年度 4年度 5年度 6年度

（2021.7.1～
2022.6.30）

（2022.7.1～
2023.6.30）

（2023.1.1～
2023.12.31）

（2024.1.1～
2024.12.31）

3年度実績 目標 目標 目標

88,903 88,014 87,125 86,236

Ｋｇ-ＣＯ2
基準年度比

△1%
基準年度比

△2%
基準年度比

△3%

67,094 66,423 65,752 65,081

ｋＷｈ
基準年度比

△1%
基準年度比

△2%
基準年度比

△3%

21,054 20,844 20,633 20,423

ℓ
基準年度比

△1%
基準年度比

△2%
基準年度比

△3%

4,583 4,537 4,491 4,445

ℓ
基準年度比

△1%
基準年度比

△2%
基準年度比

△3%

数値把握 数値把握 目標設定

㎏

リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率

100% 100% 100% 100%

474 469.26 464.52 459.78

㎥
基準年度比

△1%
基準年度比

△2%
基準年度比

△3%

（注記）

1 電力のCO2排出係数は、九州電力　2021年の調整後係数0.385㎏-CO2/kWhを使用。

2

3 CO2排出には、灯油の使用量を含めて管理していく。

4 産廃のリサイクル率は建設リサイクル法の対象（廃コンクリ、廃アス、木くず）を対象とする。

2-1 一般廃棄物

灯油の使用量は少ないので、目標には設定せず、日常活動で管理していく。

環境方針
の番号

選択課題

1
二酸化炭素排出量
(ＣＯ2排出量)

1-1
電力消費量
（電気使用量）

1-2
ガソリン消費量
（ガソリン使用量）

1-3
軽油消費量
（軽油使用量）

2-2
産業廃棄物排出量
（建設廃棄物リサイク
ル）

3
本社・現場の水使用量
（水使用量）

地域の清掃活動
やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ参加

月1回

4
環境に配慮した工事を
実施する。

環境経営計画に
よる実行管理

環境経営計画に
よる実行管理

環境経営計画に
よる実行管理

5 社会貢献への参加
地域の清掃活動
やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ参加

月1回

地域の清掃活動
やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ参加

月1回
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5.環境目標の実積と評価、次年度の取組み内容

対象期間：2023年3月～2023年5月
評価基準：○100％以上　△90％以上100％未満　×90％未満

基準年度 2023年度目標 2023年度 目標 評価

2021年度
基準年度比

△1%
実績 達成率

1 二酸化炭素排出量　(ＣＯ2排出量)　Ｋｇ-ＣＯ
2

3月 7,864 7,786 10,486 74% ✕

4月 4,990 4,940 9,392 53% ✕

5月 4,594 4,548 9,466 48% ✕

計 17,448 17,273 29,344 59% ✕

評価と
次年度
の取組
内容

1-1 電力消費量　（電気使用量）　ｋＷｈ 3月 8,309 8,226 6,539 126% 〇

4月 4,606 4,560 4,540 100% 〇

5月 3,420 3,386 2,944 115% 〇

計 16,335 16,172 14,023 115% 〇

評価と
次年度
の取組

1-2 ガソリン消費量　（ガソリン使用量）　ℓ 3月 1,629 1,613 1,844 87% ✕

4月 1,284 1,271 1,985 64% ✕

5月 1,196 1,184 1,692 70% ✕

計 4,109 4,068 5,521 74% ✕

評価と
次年度
の取組

1-3 軽油消費量　（軽油使用量）　ℓ 3月 264 261 955 27% ✕

4月 92 91 1,178 8% ✕

5月 195 193 1,708 11% ✕

計 551 545 3,841 14% ✕
評価と
次年度
の取組

2-1 一般廃棄物排出量（廃棄物排出量把握） 3月 ― ― 80 100% 〇

排出量　㎏ 4月 ― ― 84 100% 〇

5月 ― ― 64 100% 〇

計 ― ― 228 100% 〇

評価と
次年度
の取組

2-2 廃棄物排出量　（廃棄物排出量） 3月 100 100 100 100% 〇

リサイクル率　％ 4月 100 100 100 100% 〇

5月 100 100 100 100% 〇

集約 計 100 100 100 100% 〇

評価と
次年度
の取組

3 本社・現場の水使用量　（水使用量）　㎥ 3月 31 30.7 44 70% ✕

4月 54 53.5 42 127% 〇

5月 26 25.7 46 56% ✕

計 111 110 132 83% ✕
評価と
次年度
の取組

4 実施する 〇 100% 〇

電力のCO2排出係数は、九州電力　2021年の調整後係数0.385㎏-kWhを使用。

5

工事内容等の違いで簡単に比較は出来ないが、今後も急発進・急停止の防止やアイドリングストップを啓発していく

EA２１取組前までは、一般廃棄物の排出量は把握していなかった。プラゴミや段ボール等を各㎏換算で算出することに決め
て、
排出量を把握し始めた。今後も把握を続け、2024年度に目標を設定する。

工事・工種等で廃棄物の量が増減するため比較は難しいが、建設リサイクル法の対象産廃物はリサイクル率100％。
次年度も継続して処理をして管理を行う。

工種によって削減は難しいが、今後もポスター等で節水を呼び掛け意識を高めていく。

100%

環境に配慮した工事の実施

社会貢献への参加 地域の清掃活動
やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ参加

1回以上
〇 〇

環境
方針
番号

選択課題

全体的にみて,化石燃料が目標値到達に足を引っ張っていることが伺える。工事の量などの関係で安易に目標達成は難しい
かもしれないが、CO2排出量を可視化してそれぞれの意識を高めていく

昼休みや使っていない場所の消灯、エアコンのこまめな温度設定が結果にでたと思われる。
今後も目標を達成できるように節電を呼び掛けていく。

遠距離の仕事が増えた事とガソリンを使用する工種のが増えた事が未達の原因と考えられる。
今後も急発進・急停止の防止やアイドリングストップを啓発していく。
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6.環境活動計画の取組状況とその評価

〇：できた　　△：改善の余地あり　　×：できなかった

△ △

〇 ○

〇 ○

〇 ○

〇 △

〇 △

ー △

ー △

ー △

○ △

○ ○

○ ー

○ ○

○ ー

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

現場

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

　1．冷暖房設定温度の設定。夏28℃冬20℃を基本とする。の消灯

　2．OA機器の退社時電源OFFする。

　3．空調機フィルターの清掃する。

1-2

　4．不必要箇所の照明を消す。

電力消費量削減

環境方
針の番

号
目標課題

1-3 軽油消費量削減

具体的な行動（活動） 事務所

　2．リサイクル可能ゴミの確認とその周知を徹底する。

1-1

2
廃棄物排出量削減
（一般廃棄物・産業
廃棄物）

　3．コピー用紙の裏側使用の推進する。

ガソリン消費量削減

　1．エコドライブの推進。急加速急停車をしない。イヤエコドライブのす空気圧など）

　2．アイドリングストップする。

　1．エコドライブの推進。急加速急停車をしない。の点検（タイヤエコドライブのす空気圧など）

　2．アイドリングストップする。（車）

　3．アイドリングストップする。（重機）

　1．ゴミの分別を徹底する。

3 水使用量削減

　1．節水シールを貼り意識を喚起する。

　2．洗いものはまとめてする。

5 社会貢献への参加

　1．所属団体や公共機関のボランティアに参加する。

　2．毎月1回以上の清掃活動

4

環境に配慮した工
事
の実施

　1．低騒音車輛、ハイブリッド車、低燃費車の使用

　2．IT・ICT機器の使用推進

　3．購入時のグリーン購入の検討（随時）
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7.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果
　並びに違反、訴訟等の有無

　　　関連法規法令違反はありませんでした。
　　　また、指摘、訴訟、苦情等もありませんでした。

遵守評価日：6月20日 遵守評価者：　　工事部次長

1 産業廃棄物マニフェスト マニフェスト管理状況確認 ○

2 廃棄物委託契約書 契約書の内容確認 ○

3 保管場所表示、保管基準遵守 現場確認 ○

4 管理票の交付状況定期報告 年間報告提出の確認 ○

5
収集運搬車への表示およびマニュ
フェスト携帯

現場確認 ○

1
対象工事に係る分別、再資源化の
実施

現場確認 ○

2
2.対象工事の市町村長への届出、
報告

届出書、報告書 ○

3 騒音規制法 1
対象工事における騒音規制
（特定建設作業）

現場確認 －

4 振動規制法 1
対象工事における騒音規制
（特定建設作業）

現場確認 －

1
業務用エアコン室外機
定期点検（1回/3ヵ月）

点検表 ○

2
業務用エアコン室外機
適切な廃棄

フロン回収書 ○

6
資源有効利用促進法
（PCリサイクル法）

1 PC、周辺機器の適切廃棄 領収書 ○

1 リサイクル料支払い リサイクル券 －

2 廃棄時の適正処置 領収書 －

1 リサイクル料支払い リサイクル券 ○

2 廃棄時の適正処置 領収書 ○

1 日常の漏洩点検実施確認 実施の確認 ○

2 １年１回の消防署検査実施確認 実施の確認 ○

3
３年１回の漏洩検査実施確認
（法定検査）

実施の確認 ○

10
消防法
（危険物）

1 指定保管数量の遵守 現場確認 ○

11
浄化槽法
（合併処理槽）

1 保守点検の遵守 現場確認 ○

チェック項目 チェック方法 評価

8 自動車リサイクル法

1
廃棄物の処理及び清掃に
関する法律
（廃棄物処理法）

関係法令

9
消防法
（地下タンク）

2 建設リサイクル法

5 フロン排出抑制法

7 家電リサイクル法
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8.代表者による全体の評価と見直しの結果

会社名 株式会社　高山組

見直し実施日 2023 年　6月26日（ 月 ）

出席者

代表者　　代表取締役　高山　茂明 環境管理責任者

事務局員

環境情報 環境管理責任者の所見 代表者のコメント

  1　環境関連法規等の遵守状　況確認結果 法律を遵守している 今後も頑張ってください

  2　環境目標の達成状況 未達あり 未達を減らすように努力してください

  3　環境活動計画の実施状況 出来ているところと出来ていないところがある 今後も頑張ってください

  4　問題点の是正、予防の状況 なし 今後問題があれば是正してください

  5　外部からの苦情の有無及  び対応結果 特になし 今後もがんばってください

  6　環境上の緊急事態の訓練

粉塵発生の訓練をして全員参加し良好である お疲れ様でした

　  結果及び対応結果

  7　その他

特になし

見
直
し
の
必
要
性
判
断
と
代
表
者
の

指
示   ①環境方針 継続する

  ②環境目標 継続する

  ③環境活動計画 継続する

  ④実施体制 継続する

  その他の指示
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9.具体的な取組状況 ※１例です。

①CO2排出量削減

④分別活動の推進

燃えるゴミ・燃えないゴミ ペットボトル

③水使用量削減

写真 写真

写真 写真

写真

－9－



④地域貢献地域貢献
ボランティア活動（地域のイベント参加・準備手伝い）

⑤地域貢献
ボランティア活動（清掃・ゴミ拾い）

写真 写真

写真 写真

－10－


